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  （百万円未満切捨て）

１．平成30年３月期第１四半期の連結業績（平成29年４月１日～平成29年６月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  経常収益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

30年３月期第１四半期 16,678 6.3 3,201 32.6 2,192 26.4 

29年３月期第１四半期 15,695 △2.3 2,415 △30.8 1,734 △24.6 
 
（注）包括利益 30年３月期第１四半期 3,445 百万円 （－％）   29年３月期第１四半期 △4,149 百万円 （－％） 

 

  １株当たり四半期純利益 
潜在株式調整後 

１株当たり四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

30年３月期第１四半期 115.84 100.72 

29年３月期第１四半期 88.01 47.19 
 
（注）平成28年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施しましたが、前連結会計年度の期首に当該株式併合を実施したと

仮定し、１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益を算出しております。 
 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

30年３月期第１四半期 3,781,802 228,979 6.0 

29年３月期 3,667,586 227,591 6.1 
 
（参考）自己資本 30年３月期第１四半期 228,081 百万円   29年３月期 223,083 百万円 

（注）「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計－期末新株予約権－期末非支配株主持分）を期末資産の部合計で除して算出しております。 

   なお、本「自己資本比率」は、自己資本比率告示に定める自己資本比率ではありません。 
 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 
  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 
29年３月期 － 3.50 － 35.00 － 
30年３月期 －         
30年３月期（予想）   35.00 － 35.00 70.00 

 
（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無    

（注）平成28年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施したため、29年３月期第２四半期末の配当金については、当該株

式併合前の金額を記載し、年間配当金合計は「―」として記載しております。 

 
３．平成30年３月期の連結業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日） 

  （％表示は、通期は対前期、第２四半期（累計）は対前年同四半期増減率）
 

  経常収益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 
第２四半期（累計） 29,900 △2.4 2,700 3.7 1,800 △31.6 95.11 

通期 59,900 △5.1 6,000 △21.7 4,100 △31.0 216.64 

 
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無 
 



 
※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無   

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 有    

（注）詳細は、添付資料Ｐ．６ 「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記
事項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。 

 
（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 無    
 

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無    
 

③  会計上の見積りの変更                        ： 無    
 

④  修正再表示                                  ： 無    

 
（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年３月期１Ｑ 19,755,487 株 29年３月期 19,755,487 株 

②  期末自己株式数 30年３月期１Ｑ 826,432 株 29年３月期 830,172 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 30年３月期１Ｑ 18,925,280 株 29年３月期１Ｑ 19,708,045 株 

（注）平成28年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施しましたが、前連結会計年度の期首
に当該株式併合を実施したと仮定し、期中平均株式数（四半期累計）を算定しております。 

 
※  四半期決算短信は四半期レビューの対象外です。 
 
※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
（将来に関する記述等についてのご注意） 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当行が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、その達成を当行として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等
は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の各種政策効果の下支えによる雇用・所得環境の改善な

どにより、引き続き緩やかな回復基調にあります。一方で、海外経済の不確実性の高まりによる海外景気の下振れ

リスクなどにより、依然として景気の先行きは不透明な状況が続いております。

 このような経済状況下、当行の連結ベースでの経営成績は以下のとおりとなりました。 

 グループ全体の経常収益は、株式等売却益が増加したこと等を主な要因として、前年同期に比べ９億82百万円増

加し166億78百万円となりました。経常費用は、貸倒引当金繰入額が減少したものの、連結子会社の仕入原価が増

加したこと等を主な要因として、前年同期に比べ１億95百万円増加し134億76百万円となりました。

 この結果、経常利益は前年同期に比べ７億86百万円増加し32億１百万円となり、親会社株主に帰属する四半期純

利益は前年同期に比べ４億57百万円増加し21億92百万円となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

 預金の当第１四半期連結会計期間末残高につきましては、前連結会計年度末に比べ、971億35百万円増加し３兆

3,153億86百万円となりました。預金の増加のうち、個人預金につきましては、192億34百万円の増加となりまし

た。

 貸出金の当第１四半期連結会計期間末残高につきましては、資金ニーズの低迷等により前連結会計年度末に比 

べ、95億52百万円減少し２兆3,799億13百万円となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 当第１四半期連結累計期間の経常利益は平成29年５月12日に公表いたしました第２四半期連結累計期間の業績予

想を上回り、さらに親会社株主に帰属する四半期純利益も第２四半期連結累計期間の業績予想を上回っております

が、今後の景気動向等の経営環境を見極める必要があることから、現時点において業績予想の修正はございませ

ん。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成29年６月30日) 

資産の部    

現金預け金 249,635 300,128 

コールローン及び買入手形 1,698 6,593 

有価証券 919,295 963,858 

貸出金 2,389,465 2,379,913 

外国為替 3,748 5,264 

リース債権及びリース投資資産 28,593 29,050 

その他資産 27,449 49,210 

有形固定資産 35,951 35,825 

無形固定資産 2,045 2,053 

退職給付に係る資産 10,998 11,100 

繰延税金資産 758 756 

支払承諾見返 11,021 11,156 

貸倒引当金 △13,076 △13,108 

資産の部合計 3,667,586 3,781,802 

負債の部    

預金 3,218,250 3,315,386 

譲渡性預金 63,180 60,780 

コールマネー及び売渡手形 12,340 14,560 

債券貸借取引受入担保金 31,088 39,474 

借用金 34,207 41,863 

外国為替 17 49 

社債 10,000 10,000 

新株予約権付社債 11,219 11,200 

その他負債 21,392 21,447 

賞与引当金 1,078 263 

役員賞与引当金 46 12 

退職給付に係る負債 5,055 4,960 

役員退職慰労引当金 30 27 

睡眠預金払戻損失引当金 360 371 

偶発損失引当金 2,157 2,233 

利息返還損失引当金 184 177 

繰延税金負債 15,139 15,653 

再評価に係る繰延税金負債 3,223 3,205 

支払承諾 11,021 11,156 

負債の部合計 3,439,995 3,552,823 

純資産の部    

資本金 25,090 25,090 

資本剰余金 18,810 21,039 

利益剰余金 128,758 130,325 

自己株式 △3,614 △3,597 

株主資本合計 169,045 172,857 

その他有価証券評価差額金 50,085 51,286 

繰延ヘッジ損益 △0 4 

土地再評価差額金 4,400 4,359 

退職給付に係る調整累計額 △447 △427 

その他の包括利益累計額合計 54,037 55,223 

新株予約権 102 87 

非支配株主持分 4,405 810 

純資産の部合計 227,591 228,979 

負債及び純資産の部合計 3,667,586 3,781,802 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年６月30日) 

経常収益 15,695 16,678 

資金運用収益 8,914 8,732 

（うち貸出金利息） 5,975 5,713 

（うち有価証券利息配当金） 2,869 2,940 

役務取引等収益 1,977 2,064 

その他業務収益 4,633 4,930 

その他経常収益 170 950 

経常費用 13,280 13,476 

資金調達費用 667 711 

（うち預金利息） 352 232 

役務取引等費用 544 807 

その他業務費用 3,314 3,719 

営業経費 7,908 7,987 

その他経常費用 844 249 

経常利益 2,415 3,201 

特別利益 1 4 

固定資産処分益 1 4 

特別損失 4 25 

固定資産処分損 4 25 

税金等調整前四半期純利益 2,412 3,180 

法人税等 623 959 

四半期純利益 1,788 2,221 

非支配株主に帰属する四半期純利益 54 29 

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,734 2,192 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年６月30日) 

四半期純利益 1,788 2,221 

その他の包括利益 △5,937 1,223 

その他有価証券評価差額金 △5,870 1,198 

繰延ヘッジ損益 0 4 

退職給付に係る調整額 △67 20 

四半期包括利益 △4,149 3,445 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △4,201 3,418 

非支配株主に係る四半期包括利益 52 26 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。 

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の処理） 

当行及び連結子会社の税金費用は、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税

効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じることにより算定して

おります。
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３．四半期決算補足説明資料

（１）損益の状況（単体）

 
 当第１四半期の経常収益は、121億円（通期予想比28.3％）となりました。

 経常利益は26億円、四半期純利益は18億円となりました。

 与信関連費用は１億円となりました。

 
 

【単 体】 （単位：百万円) （単位：百万円）
 

       
平成30年３月期
第１四半期

平成29年３月期
第１四半期

増減  
平成30年３月期
第２四半期

累計期間予想
 
平成30年３月期

通期予想

経常収益   12,141 11,699 442   21,100   42,900

  業務粗利益 ① 9,624 10,222 △597      

  資金利益   8,026 8,249 △223      

  役務取引等利益   1,219 1,394 △175      

  その他業務利益   379 577 △198      

  （うち国債等債券損益） ② （269） （492） （△223）      

 経費(除く臨時処理分)（△） ③ 7,448 7,424 23      

  人件費   4,262 4,183 78      

  物件費   2,717 2,824 △106      

  税金   468 416 51      

  実質業務純益（①－③） ④ 2,176 2,797 △621      

  コア業務純益（④－②）   1,907 2,305 △397      

一般貸倒引当金繰入額（△） ⑤ △150 131 △281      

業務純益   2,326 2,666 △339      

  臨時損益   319 △496 816      

  不良債権処理額（△） ⑥ 255 401 △146      

  貸倒引当金戻入益 ⑦ ― ― ―      

  償却債権取立益   0 0 △0      

  株式等関係損益   644 38 606      

  その他臨時損益   △70 △133 63      

経常利益   2,646 2,169 476   2,100   4,900

特別損益   △21 △4 △17      

税引前四半期純利益   2,624 2,165 459      

法人税等（△）   763 531 231        

四半期（当期）純利益   1,861 1,633 228   1,400   3,500

                     

与信関連費用（⑤＋⑥－⑦）   105 533 △427      
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（２）金融再生法ベースのカテゴリーによる開示（単体）

 

 金融再生法ベース開示不良債権額は、平成28年６月末比４億円減少して615億円となり、対象債権合計比は、2.55％

となりました。なお、平成29年３月末比では、６億円減少しております。

 

【単 体】 （単位：百万円） （単位：百万円）
 

  平成29年６月末 平成28年６月末 増減  
（参考）

平成29年３月末

破産更生債権及びこれらに準

ずる債権
4,895 6,219 △1,324   4,932

危険債権 45,033 43,271 1,761   45,130

要管理債権 11,638 12,543 △904   12,137

合計 61,567 62,034 △467   62,200

           

対象債権合計 2,414,549 2,251,790 162,758   2,421,300

対象債権合計比（％） 2.55 2.75 △0.21   2.57
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（３）自己資本比率（国際統一基準） （単体・連結）

 

 

 「第３の柱（市場規律）」に基づく「自己資本の構成に関する開示事項」並びに「レバレッジ比率に関する開示事

項」及び「流動性カバレッジ比率に関する開示事項」につきましては当行ホームページ(http://www.meigin.com/)に掲

載しております。
 

 

【単 体】
 
      (単位：億円）

〔速 報 値〕 平成29年６月末 平成29年３月末

１． 単体総自己資本比率（４／７） 12.10％   12.00％  

２． 単体Tier１比率（５／７） 10.84％   10.74％  

３． 単体普通株式等Tier１比率（６／７） 10.84％   10.74％  

４． 単体における総自己資本の額 2,253 2,226 

５． 単体におけるTier１資本の額 2,019 1,991 

６． 単体における普通株式等Tier１資本の額 2,019 1,991 

７． リスク・アセットの額 18,614 18,538 

８． 単体総所要自己資本額（７×８％） 1,489 1,483 

 

【連 結】

      （単位：億円）

〔速 報 値〕 平成29年６月末 平成29年３月末

１． 連結総自己資本比率（４／７） 12.29％   12.16％  

２． 連結Tier１比率（５／７） 11.03％   10,88％  

３． 連結普通株式等Tier１比率（６／７） 11.03％   10.80％  

４． 連結における総自己資本の額 2,340 2,307 

５． 連結におけるTier１資本の額 2,101 2,065 

６． 連結における普通株式等Tier１資本の額 2,099 2,049 

７． リスク・アセットの額 19,032 18,967 

８． 連結総所要自己資本額（７×８％） 1,522 1,517 

 

（注）自己資本比率の算出にあたっては、以下の手法を採用しております。

   ・信用リスクに関する手法：標準的手法
   ・オペレーショナル・リスクに関する手法：粗利益配分手法

   小数点第２位未満を切り捨てにて表示しております。
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（４）時価のある有価証券の評価損益（単体）

その他有価証券の評価損益は、平成28年６月末比58億円増加して、721億円の評価益となりました。

 

【単 体】   （単位：百万円）  （単位：百万円）

 

平成29年６月末 平成28年６月末  
（参考） 

平成29年３月末 

評価損益 評価損益   評価損益

  評価益 評価損   評価益 評価損    評価益 評価損

そ の他有価証券 72,119 75,525 3,405 66,301 68,412 2,111   70,421 73,669 3,247 

  株式 69,809 69,915 106 50,196 51,030 833   66,778 66,909 130 

  債券 3,036 4,882 1,845 14,430 14,438 8   4,700 6,305 1,604 

  その他 △726 728 1,454 1,674 2,944 1,270   △1,058 454 1,512 

 
（注）１．その他有価証券については、時価評価しておりますので、上記の表上の評価損益は、貸借対照表価額と取得

価額との差額を計上しております。

２．満期保有目的の債券は保有しておりません。

 

 

（５）預金等・貸出金の残高（単体）

 
 預金等残高（預金＋譲渡性預金）は、平成28年６月末比1,180億円増加し、３兆3,846億円となりました。そのうち

個人預金は、平成28年６月末比430億円増加し、２兆1,906億円となりました。

 貸出金は、平成28年６月末比1,540億円増加し、２兆3,795億円となりました。そのうち消費者ローンは平成28年６

月末比621億円増加し、7,769億円となりました。

 

 

【単 体】 （単位：百万円） （単位：百万円）
 

  平成29年６月末 平成28年６月末 増減  
（参考）

平成29年３月末

 預金等 3,384,605 3,266,599 118,005   3,289,439 

  うち個人預金 2,190,631 2,147,537 43,093   2,171,397 

 貸出金 2,379,549 2,225,459 154,090   2,389,010 

  うち消費者ローン 776,949 714,811 62,138   762,340 

（注） 預金等＝預金＋譲渡性預金

 
 （参考）預り資産残高（単体）

【単 体】      （単位：百万円）   （単位：百万円）
 

  平成29年６月末 平成28年６月末 増減
 

 

(参考）
 平成29年３月末

 投資信託 98,941 94,317 4,623   99,292 

 公共債 18,505 26,678 △ 8,172   19,246 

 保険商品 253,530 231,236 22,293   249,330 

 外貨預金 24,637 21,991 2,646   23,995 

 合計 395,615 374,224 21,390   391,865 
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（６）単体決算要約

※(  )は平成28年6月期からの増減 
 
   ＜収益＞     ＜費用＞    ＜利益＞    

  
資金運用収益 

87億円（１億円減） 
事業性貸出・住宅ローン・有価証券

等による利息収益 

－ 

資金調達費用 

６億円（０億円増） 
各種預金に対して支払う利息等 

＝ 
①資金利益 

80億円（２億円減） 

   

      

      

      

      

                                                            ＋    

  
役務取引等収益 

20億円（０億円増） 
投資信託の販売や振込みなど各種

サービスによる受取手数料 

－ 

役務取引等費用 

８億円（２億円増） 
支払為替手数料等銀行が支払う手数

料 

＝ 
②役務取引等利益 

12億円（１億円減） 

   

      

      

      

      

                                                            ＋    

  

その他業務収益 

６億円（０億円減） 
外国為替売買益や債券の売却益等 

－ 

その他業務費用 

２億円（１億円増） 
国債等債券の売却損等 

＝ 

③その他業務利益 

３億円（１億円減） 
うち国債等債券損益 

２億円（２億円減） 

   

      

      

      

      

                                                                               

                                                                               

                                                                               

  
業務粗利益 

96億円（５億円減） 
①資金利益＋②役務取引等利益＋ 

③その他業務利益 

－ 

一般貸倒引当金繰入額△１億円（２億円減） 

＝ 
業務純益 

23億円（３億円減） 

  

     

  
経費（除く臨時処理分） 

74億円（０億円増） 

  

     

     

                                                                                 

                                                                               

  

業務純益 

23億円（３億円減） 
＋ 

臨時収益 

５億円（４億円増） 

株式等売却益、 

貸倒引当金戻入益、 

償却債権取立益等 

－ 

臨時費用 

２億円（３億円減） 

不良債権処理及び株

式等償却に関する費用

等 

＝ 
経常利益 

26億円（４億円増） 

  

     

     

     

     

                                                                               

                                                                               

  

経常利益 

26億円（４億円増） 
＋ 

特別利益 

０億円（０億円増） 

固定資産処分益等 

－ 

特別損失 

０億円（０億円増） 

固定資産処分損、 

減損損失等 

＝ 
税引前四半期純利益 

26億円（４億円増） 

  

     

     

     

     

                                                                               

                                                                               

  

税引前四半期純利益 

26億円（４億円増） 
  － 

   

法人税等 

７億円（２億円増） 

   

＝  
四半期純利益 

18億円（２億円増） 

  

             

             

             

             

業務純益から一般貸倒引当金繰入額や債券の売却損益等を控除した収益力を示す指標として、実質業務純益・コア業務純益があります。 
 
◎実質業務純益  21億円＝業務純益 23億円＋一般貸倒引当金繰入額 △１億円 

◎コア業務純益  19億円＝実質業務純益 21億円－国債等債券損益 ２億円 

※国債等債券損益（５勘定尻）・・・債券売却益＋債券償還益－債券売却損－債券償還損－債券償却 

- 11 -

㈱名古屋銀行（8522）　平成30年３月期　第１四半期決算短信


